
膜厚計用スタンド LW-990は、膜厚測定時の手振れを防ぎ、より精度の
高い測定を行うためのスタンドです。プローブタイプの膜厚計およびハン
ディタイプの膜厚計（LZ-990）に対応しています。

膜厚計用スタンド

LW-990

取扱説明書

1212・AI・0202・100

■ シャフト台

測定対象物が円柱状の場合は、付属のシャフト台を使用する
と、測定しやすくなります。

（1）	使用しているステージのボ
ルト（4本）を外して、	
ステージを取ります。

（2）	付属のシャフト台を使用目
的に合わせて位置を調整し、
付属のボルトで固定します。

＊	測定対象物が小さい場合、ス
テージに直接シャフト台を取付
けることができます。

シャフト台

防錆・潤滑のため、摺動部には
定期的に油を差してください。

■ レバーの付け替え

出荷時は左側に取付けてありますが、左右どちらでも取付け
できます。使用状況に応じて付け替えてください。

（1）	レバー根元（内側）のボルト
を外し、レバーとワッシャー
を外します。

（2）	外したレバーとワッシャーを
反対側の軸へ差込み、ボルト
で固定します。

■ ケーブルクリップ

プローブタイプのセンサーをご使用の場合は、付属のケーブル
クリップを使用すると、ケーブルを固定することができます。

（1）	ケーブルクリップ裏面の
シールをはがします。

（2）	ケーブルクリップをお好み
の位置に貼り付けて、ケーブ
ルを固定します。

その他の機能

メンテナンス

レバー

レバー

ワッシャー

ケーブルクリップ
〈 ケーブルクリップ使用例 〉

給油部位



《 プローブタイプの場合 》
	 ボルトを緩め、プローブが

通るように隙間を空けます。
プローブを差し込み、ボルト
を締めて固定します。

＊		プローブを挟む位置は、測定時
に指でつまむ部分が目安です。
プローブの種類により、挟む位
置が異なります。

＊		ボルトをきつく締めすぎると、
プローブの動きが悪くなります。
きつく締めすぎないように注意
してください。

＜本 体＞

	 六角レンチ× 2	 付属品ケース	 取扱説明書
			   （本紙）

	プローブ用アタッチメント	 シャフト台	 ボルト
			   （シャフト台固定用）

	 ネジ× 2	 LZ-990 用アタッチメント	 ケーブルクリップ
	 （LZ-990 用アタッチメント）

＜寸 法＞

LE-200Jのプローブを取付けた例図です。膜厚計プローブは本製品には付属されていません。

ご注意

ご注意

ご注意

ネジ2カ所で固定

LZ-990用アタッチメント

各部の名称 仕 様

付 属 品

膜厚計のセット

測 定

（1）	レバーを引き上げ、ステージ
に測定対象物を置きます。

（2）	レバーを静かに下ろします。

＊	レバーを急激に下ろすと、衝突
によって膜厚計が故障する可能
性があります。

（3）	各膜厚計の取扱説明書を	
参照して測定を行います。

《 LZ-990の場合 》
	 膜厚計LZ-990の背面の電

池蓋を外します。外した電
池蓋の所に、LZ-990用ア
タッチメントをセットして、
ネジ（2カ所）を締めて固定
します。

（2）	プローブ用アタッチメントまた
はLZ-990用アタッチメントを
稼動部の先端に差し込み、ボ
ルトを締めて固定します。

（3）	クランプレバーを緩めて駆
動部の高さ調整を行い、ク
ランプレバーを締めて駆動
部を固定します。

＊	高さ調整を行うときは、駆動部
を落とさないように注意してく
ださい。

■	寸法・質量
	 150（W）×210（D）×280（H）mm、2.5kg

■	対応センサ
	 プローブタイプ：LEPおよびLHP-20/20C/30/30C/J
	 ハンディタイプ：LZ-990

■	付属品
	 ネジ×2、LZ-990用アタッチメント、ケーブルクリップ、
	 プローブ用アタッチメント、シャフト台、ボルト、
	 六角レンチ×2、付属品ケース、取扱説明書
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膜厚計プローブ
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アタッチメント

測定対象物
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（1）	プローブ用アタッチメントまたはLZ-990用アタッチメン
トに膜厚計をセットします。

〈 LZ-990 使用例 〉
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